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私 の スケッチ ・ブック(29)

　　町のつながりをつくる
ベル リンのスー プ ・フェスティバ ル

国立民族学博物館　教授

　　　　　　森　　明子

■スープ ・フェスティバル

　 2年 ほ ど前 の9月 初旬、 ベ ル リ ンに滞

在 して いた ときの こ とで あ る。 友 人 にす

す め られて スー プ ・フ ェステ ィバ ル に行

ってみ た。

　場所 は、集 合住 宅 が並 ぶW地 区界 隈 で

あ る。見 当 をつ けて行 くと、 まず通 行 止

め の標 識 が 目に入 った。 その先 の路 上 で

は、 両側 に ス タ ン ドが並 び、 中 ほ どにテ

ー ブル もしつ らえて 、人 の姿 があ ふれ て

い る。ふ たつ の通 りが交差 す る付近 で は

特設 ス テー ジ も用 意 され 、パ イ プ椅 子 が

並 んで いた。

　 まず ス タ ン ドの列 をの ぞい てみ る。 親

しい老婦 人が 私 の姿 をみつ け て、 マ グ カ

ップ とスプ ー ンを私 の手 にお しつ けて き

た。 び っ くりしたが 、そ れは彼 女 か ら私

へ のプ レゼ ン トで、 おい しい スー プ を食

べ な さい、 とい う意 味で あ った。

　 この祭 りの主役 はスー プで 、ず ら りと

並 ん で い るの はス ー プ ・ス タ ン ドで あ

る。 腕 自慢 の料理 人 が、特 製 スー プ を無

料 でふ る まう。マ グ カ ップ とスプ ー ンは、

ス ープ を試食 す るた めの食 器 だ った。

　 日本 な ら、 プ ラスチ ックの容 器 とス プ

ー ンを大量 に用 意 して 、そ の たび に使 い

捨 てプ ラスチ ックが会場 に ゴ ミの 山をつ

く りだす ことに なるだ ろ う。 だが こ こで

は、 各 自がマ グ カ ップ とスプー ンを買 っ

て、 それ を繰 り返 し使 う。 そ して カ ップ

とスプ ー ンは、明 日か ら自宅の 日常 食器

に加 わ る。せ っか く丹精 したス ー プを い

た だ くので あるか ら、 お もち ゃの よ うな

器で 食べ る よ り、 こち らの ほ うが味 わ い

もいい と思 った。

　 自前 の容器 は、 もうひ とつ別 の効 果 も

もつ 。 スー プを分 けて もらっ た ら、 きち

ん と最後 まで いた だか な い と、 次の ス ー

プ に手 を出す こ とはで きない。 少 しだ け

味見 したい人 は、よそ って もら うと きに、

「少 しに して くだ さ い」 と頼 め ば い い。

スー プが 替 わる たび に食器 を洗 うな どと

い う ことは、 思い もよ らない。 スー プ の

味が 多少 まざっ た ところで 、そ れ は大 し

た問 題で は ないか らだ 。 も と もとスー プ

は、 さま ざまな味 が とけあ って で きる も

の なの だか ら。

　 ス ー プに は、 トマ ト味 や ク リーム 味、

フラ ンス風 や タイ風 な ど、工 夫 が こ ら し
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ス トリー トは、 人 で あふ れ て い る

てあ って 、素 材 もズ キー 二 、 カボ チ ャ、

レンズマ メな ど、 さ まざ まであ る。 スー

プの 内容紹 介 を見 なが ら、 どれ を味見 し

よ うか と物 色 して歩 い て まわ るのは楽 し

いo

　 見知 らぬ 人が み な、お そ ろい のマ グ カ

ップ とス プー ンを手 に、 ス タ ン ドの あい

だを そぞ ろ歩 いて いる姿 は、 ほ ほえ ま し

くもある。 た また ま 目が 合 った見 知 らぬ

人 同士 が、 「これ、 おい しい わ よ」 「どれ

どれ」 な ど と語 り始 め た りす る。 気 に入

った スー プの レ シピを熱 心 に尋 ね る 人 も

い れ ば、そ れ を上 回る熱 意 を もって料 理

法 を伝授 す る 人 もい る。 なか に は、 自慢

の レシ ピ を あ らか じめ コ ピー して お い

て 、配 る グルー プ さえ あっ た。

　 ひ とつの ス タ ン ドは、 数人 で運 営 され

て い る。料 理 グルー プや 、有機 農 業 の グ

ルー プ、 また移民 の 女性 た ちが故 国 のス

ー プ を披 露 す る、 とい う もの もあっ た。

　 私が スー プめ ぐ りを は じめた ころ、 い

くつか の スー プは、残 りわず か とい う と

ころ だっ た。そ れで もが ん ばっ て5種 類

くらいは味 見 し、お なか もいっ ぱい に な
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っ て きた こ ろ、 ステー ジ に人 々が

集 まって きた 。

■フェスティバルの構成

　ス テー ジで は、 まず 主催者 代 表

の 挨 拶 が あ っ た 。 こ の 人 物 は 、

「地 区 マ ネ ー ジ メ ン ト」 とい う市

の予算 を活用 して 、 この フェス テ

ィバ ル を企画 した。 この予 算 は、

ベ ル リンで貧 困や失 業 問題 を抱 え

てい るい くつ かの 地区 に措置 され

る もので あ る。

　 こ こで、 フェステ ィバ ルの行 わ れたW

地 区 につい て説 明 してお く必要 が あ るだ

ろ う。W地 区 は、失業 者 や アル コール依

存者 の 多い、 ベ ル リ ンで最 も貧 しい地 区

の ひ とつ と され てい る。外 国 人住民 が4

割以 上 、失業 手 当や生 活保 護手 当 ての受

給者 が3割 以 上 で、 いず れ もベ ル リンの

平均 をは るかに上 回 って い る。

　 この よ うな社会 的疎 外要 因 を は らん だ

地 区で は、一 方 で地 区住民 間 の コ ミュニ

ケ ー シ ョンをは か る と同時 に 、他方 で地

区が 孤立 してゲ ッ トー化 しな い よ う、他

の地 区 との ひ らかれ た関係 を築 い てい く

必要 が あ る。

　 ス ー プ ・フ ェス テ ィバ ルは、 そ の よう

な社 会 的 な要 請 に こた えるプ ロ グラム と

して企画 された。ここで特 筆すべ き点 は、

この よう な社 会 的 なプ ログ ラムが、 行政

主導 の政 策 としてで は な く、住 民が 主体

になっ た地域 の活 動 として展 開 してい る

こ とで あ る。

　挨 拶 につづ い て、地 区住 民 た ちが 登壇

した。 まず、 地 区で ア イ ドル 的 とい って

もいい有 名 な老 人が 、W地 区 の歌 を作詞



して披 露 した。 こ れ に主 催 者 が

曲 を つ け て、 会 場 の み なが 声 を

合 わせ た。 さ らに、5歳 か ら10歳

く らい の子 供 か らな る ドラ ム ・

グ ル ー プ が結 成 さ れ て、 歌 に あ

わ せ て ドラ ム演 奏 を披 露 し た 。

学校 生 徒 に よ る演 劇 の上 演 も行

わ れ た 。 そ れ らの合 間 に、 音 楽

グ ル ー プ の ボ ラ ンテ ィ ア演 奏 が

あ り、会 場 の 人 々を楽 しませ た 。

最後 に、 審 査委 員 か らス ー プ ・コ

ンテス トの結 果が 発表 され た。

　 こ う した プ ロ グ ラムの構 成 は、

レス トラ ンの スタ ンド。マ グカップ を大量 に用 意 してい る

この フェ ス テ ィバ ルが 地 区 の もの で あ

り、彼 ら自身が楽 しむ こ とを第一 の 目的

に して いる こ とを示 して い る。

　 そ の一 方 で、誰 に対 して も区別 な くス

ー プ を供 応す るこ とは、外 に対 して 開か

れ てい る フェス テ ィバ ル の性格 を よ くあ

らわ してい る。 スー プ を大 勢 の人 々 にふ

る ま うだけ でな く、 それ に コ ンテス トを

盛 り込 んだ こ とに よって 、 フェス テ ィバ

ル は、 きわ めて広 い範 囲 の人 々 に魅力 あ

る もの にな った。 そ れが 地域 の外 に もい

る腕 自慢 た ちの意 欲 をか きたて、 ス ープ

の質 を高 い もの に設定 したか らで あ る。

　 信 頼 で き る審 査 体 制 と魅 力 あ る 賞 品

が、 コ ンテ ス トの レベ ル を高 い もの に設

定 した。 審査 委員 に は、 日ごろ地 域 の問

題 に熱心 に取 り組 ん でい る11人 が 選 ばれ

た。 そ の顔ぶ れ は、芸 術 、教 育 に携 わ る

専 門家、 ソシ アル ワー カー、 地元 選 出の

議員 な どで、 議員 は異 なる政 党 に属す 複

数の 議員 が、 党 の活動 と してで な く、 個

人 の政治 家 として参加 した。

　 賞 品 には、 複数 の 部門 の優勝 者 に 「黄

金 のス ー プひ しゃ く」 と旅 行 や賞 金 な ど

が与 え られ た。

　 この スー プ ・コ ンテス トには、200の グ

ル ー プ が参 加 し、1,000リ ッ トルの ス ー

プが 出 され た とい う。 コ ンテス ト参加 者

の スー プだ けで は、 フ ェス テ ィバ ル を訪

れ る客 に提 供す る には足 りない こ とが 、

あ らか じめ予 想 され た。 地元 の レス トラ

ンが フェス テ ィバ ルのス ポ ンサ ー となっ

て 、2,000リ ッ トル の ス ー プ を無 償 で 提

供 した。合 計3,000リ ッ トルの スー プ が、

25,000人 の客 の舌 を潤 した とい う。

　 マ グカ ップの頒 布 も、 よ く考 え られて

い た。 シ ンプル な カ ップ とスプ ー ンのセ

ッ トは、 会場 の ど こで も2ユ ー ロ(300

円前 後)で 手 に入れ る こ とが で きた。 こ

う した小 道具 の仕 入 れや 販売 に いた る ま

で、 客 の立場 に立 った、 十分 な工 夫が な

されて い る ことに感 心 した。

　 ス ー プ ・ス タ ン ドは、 コ ンテ ス ト参 加

者 が 借 料 を払 っ て使 う方 式 に な っ て い

た。 ス タン ドの場 所 に よ って、 その利 用

料 は何段 階 か に分 けて あ り、 た とえば人
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特設ステージの前で、音楽に手拍子を送る人々

通 りも多 く条 件 の よい場所 で は、40ユ ー

ロ(約6,000円)で あ った とい う。

　 この フ ェステ ィバ ルの企 画運 営 は、 資

金調 達や 人 の動員 、参 加者 の意 欲 を高 め

る さ まざ まな工夫 や安 全 な ど、 多方 面 に

わ たっ て綿密 な配慮 と自由な想 像力 が生

か され てい た。 この よ うな企画 を支 え る

人の ネ ッ トワー ク と、 そ れ を と りま とめ

てい くか な り高度 な組織 力 が ある こ とを

物 語 っ てい る。

■フェスティバルの背景

　 スー プ ・フ ェス テ ィバ ル は、 ベ ル リ ン

で2004年 に は じめ て開催 され、2005年 が

2度 目だ った。 モ デ ル は2001年 に フラ ン

スの小 さな町 で行 われ たス ー プ祭 りだ っ

た とい う。

　 これ をベ ル リンに導入 しよう と考 え た

主 催 者 は 、 「と もに料 理 し、 無 料 で ス ー

プ を分 けあ うこ とは、客 人接 待 と隣 人 関

係 、そ して生 の楽 しみ の象徴 だ」とい う。

実 際 、 フェ ステ ィバ ル に参加 した私 は、

楽 し くて おい しい、満 足 な気

持 ち を味 わ うこ とが で きた。

　 この よ う な催 しの タイ プ

は、 日本 で はあ ま りない 。そ

の原動 力 は、 どこに あ るの だ

ろ うか 。

　 た と え ば 日本 の 祭 りの 場

合 、都 市 であ ろ う と村 で あ ろ

う と、 神社 を と りま く共 同体

が あ り、氏 子 た ちが毎 年 の祭

りを守 ってい く。 信仰 と伝 統

へ の 敬 意 が 前提 と して あ り、

そ れ が 強 い 支 え に な っ て い

る。 だ が ス ー プ ・フ ェス テ イ

バ ルに、誰 もが 敬 意 をは らう氏子 組織 の

よ うな制 度が あ るわけ では ない。

　 私 のい まの ところの理 解 は、 きわ めて

積 極 的 な 「社 会(福 祉)活 動 」 が 、 「地

域 お こ し運 動」 と不 可分 に結 びつ くこ と

に よって 、 この独 特 の活 力 の源 に なって

い る、 とい う もの だ。

　 具体 的 に は、 ス テー ジに登 壇す る住 民

として、子 供、 老 人、青 少年 とい う異 な

る世代 が配 慮 され、 そ のなか に多 くの移

民 も含 まれて いた。 また、 日ごろは路 上

に座 り込 んで ビー ル を飲 ん でい る長期 失

業 者 たちが 、音 楽 にあ わせ て楽 しげ に ダ

ンス をす る、の どか な姿 も見 られた。 マ

イ ノ リテ ィ とされ る人 たちが マ ジ ョ リテ

ィ とフェ ステ ィバ ルの場 を共 有 して いた

だけで な く、 フェ ステ ィバ ルの 中心 に近

い場 所 を占め てい たので あ る。 フ ェステ

ィバ ルは、 地 区の外 の人 々 に地 区 を発 信

す る こ とに もなっ た。

　 日本 で は、社 会 福祉 と地 域 お こ しを、

まっ た く別 もの と して と らえる傾 向が あ
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老 人の歌 と子供たちの ドラムの コラボ レーション

るが、 このふ たつ の運動 は反発 しあ う も

ので はな い。 む しろ、 ふたつ が相 補 うこ

とに よっ て、層 の厚 い活 動 は、 可能 に な

る。

　 ス ー プ ・フェ ス テ ィバ ル は、 そ の活 動

の 主 旨が 住 民 社 会 の福 利 に あ る と 同時

に、 イベ ン トにエ ン ターテ イ ンメ ン ト性

もそ なえ て成功 してい た。

■その後の展開について

　 ベ ル リンの スー プ ・フェス テ ィバ ルは、

2006年 と2007年 は 開催 され なか っ た。 理

由は、 資金面 で の見 通 しが たた なか った

た めで あ る。新 自由主 義体 制 の も とで の、

社会 福祉 予算 の縮 小 が影響 して い る こと

は想 像 に難 くない。 だが 将来 に可 能性 が

ないわ けで は ない。開催 に向 け た努力 は、

い ま もつ づ け られ てい る とい う。

　 こ こで、ベ ル リンの外 に 目を転 じてみ

よ う。興 味深 い こ とに、 フラ ンスの 町か

らベ ル リンに飛 び火 したス ープ ・フェス

テ ィバ ル は、 ベ ル リ ン以外 の 世界 の複 数

の都市 に も飛 び火 して い る。

　 バ ル セ ロ ナ(ス ペ イ ン)、 ボ ロー ニ ャ

(イ タ リ ア)、 ク ラク フ(ポ ー ラ ン ド)、

エ ア フル ト(ド イ ツ)、 そ して 中米 のニ

カ ラグア で も、 ス ー プ ・フェス テ ィバ ル

は行 われ た とい う。 地域 住民 の あい だの

新 しい人 間関係 の構 築、 新 しい共 同体 の

あ りか た を さ ぐる模 索が 、世 界 のあ ち こ

ちの都 市で 行 われ てい る ようだ。

　最後 に"Suppe　 kennt　keine　Grenze"と

い うス ー プ ・フ ェス テ ィバ ル の キ ャ ッチ

フ レーズ をひ こ う。 「ス ー プに境 界 な し」

とい う意味 で あ る。 「境 界 」 が 暗 に示 唆

して いるの は、 マ ジ ョ リテ ィ とマ イ ノ リ

テ ィのあい だ にあ る排 除 とい う境 界 であ

る。 その よ うな境 界 を越 え た人 のつ なが

りを求 め る メ ッセー ジを、 スー プ ・フ ェ

ス テ ィバ ルは発 してい る。
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